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総会後の懇親会で挨拶する

西堀会長 (右から2人目)

昭
和
五
十
四
年
度

日
本
山
岳
会
総
会

社
団
法
人
日
本
山
岳
会
の
昭
和
五
十

四
年
度
通
常
総
会
は
五
月
十

一
日
（金
）

午
後
六
時
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
九
段

北
四
ノ
ニ
ノ
ニ
ノ
二
十
五
の
私
学
会
館

七
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。 新

副
会
長
に
渡
辺
兵
力
氏

席
上
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
、
五
十
四
年
度
の
事
業
計
画

及
び
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
な
ど
が
承
認

さ
れ
る
と
と
も
に
昭
和
五
十
四
年
度
の

役
員
並
び
に
評
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ

新
副
会
長
に
渡
辺
兵
力
氏
が

就
任
し
た
。
な
お
、
総
会
終

了
後
、
引
続
い
て
同
会
館
内

で
恒
例
の
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
盛
会
で
あ
っ
た
。
以
下
は

総
会
と
懇
親
会
の
模
様
で
あ

る
。総

会
は
宮
下
（秀
）
総
務
担

当
理
事
の
司
会
。
ま
ず
定
款

三
十
三
条
に
よ
る
在
籍
会
員

１
／
３
以
上
出
席
の
条
件
を

満
た
す
も
の
と
し
て
総
会
成

立
を
宣
言
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現
在
会
員
総
数
三
四
五
四
名
内
出
席
者

一
五
九
九
名
―
内
委
任

一
四
五
三
名
）

の
ち
西
堀
会
長
の
挨
拶
。
引
続
い
て
配

布
資
料
に
も
と
づ
い
て
宮
下
（秀
）
理
事

の
会
務
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
現
在
の
会
員
総
数
三
四
五
四
名
、

昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
翌
五
十

四
年
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
新
入
会
員

一
四
八
名
、
復
活
九
名
、
退
会

一
三

名
、
物
故
者

一
二
名
、
除
籍
者
七
十
四

名
で
、
物
故
者
の
氏
名
は
次
の
通
り
。

永
谷
義
三
　
杉
山
孝
　
町
田
立
穂

四
谷
竜
胤
　
久
保
利
夫
　
中
山
沖
衛

門
　
小
暮
勝
義
　
河
西
栄
子
　
三
浦

一
郎
　
高
橋
憲
二
　
渡
辺
真

一　
和

田

一
男

次
い
で
定
款
二
十
九
条
に
よ
り
西
堀

会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議
案
の
審
議
に

入
っ
た
。
第

一
号
議
案

（昭
和
五
十
三

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
財

産
目
録
承
認
の
件
）
並
び
に
第
二
号
議

案

（昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画
（案
）

お
よ
び
収
支
予
算
（案
）承
認
の
件
）
は

そ
れ
ぞ
れ
高
遠
理
事
が
説
明
し
た
。

ま
ず
、
昨
年
行
っ
た
主
な
事
業

と
し
て
は
登
山
の
指
導
と
奨
励
に

必
要
な
集
会

・
研
究
会

ｏ
講
習
会

・
展
覧
会

・
支
部
活
動
な
ど
主
要

な
も
の
だ
け
で
も
三
十
数
件
に
及

ん
だ
。
と
く
に
昨
年
は
新
た
に
科

学
研
究
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
の

第

一
回
目
の
講
演
会
が
二
月
十
九

日
ル
ー
ム
で
開
か
れ
大
い
に
関
心

を
呼
ん
だ
。
そ
の
他
登
山
施
設
の

改
善
、
山
岳
遭
難
の
予
防

と
対

策
、
自
然
保
護
活
動
、
海
外
登
山

と
海
外
交
流
、
各
種
機
関
誌
の
発
行
な

ど
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
度
の
収
支
決
算
、
財
産
目
録
に

っ
い
て
は
財
務
担
当
理
事
が
海
外
出
張

の
た
め
高
遠
理
事
が
代
行
し
た
。
昨
年

の
収
支
決
算
に
つ
い
て
は
種
々
詳
細
な

理
由
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
収
入
は

当
初
予
算
よ
り
増
加
を
は
か
り
、
支
出

面
で
節
約
を
実
行
し
た
の
で
次
期
繰
越

金
は
約
五
百
三
十
六
万
円
増
と
な
っ
た

と
い
う
主
旨
の
説
明
が
あ
り
い
ず
れ
も

拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

（村
山

監
事

・
監
査
報
告
）

つ
い
で
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画

（案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（案
）
で
あ
る
が

第

一
号
議
案
と
同
じ
く
高
遠
理
事
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
た
。
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
集
会
、
研
究
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
自
然
保
護
、
科
学
技
術
等
山
岳

活
動
振
興
の
た
め
多
く
の
事
業
が
企
画

さ
れ
て
い
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
監
督

官
庁
の
指
示
に
よ
り
と
く
に
基
本
財
産

運
用
収
入
が
ト
ッ
プ
に
出
て
い
る
な
ど

書
式
が
例
年
と
異
っ
て
い
る
点
が
あ
る

が
、
そ
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
あ
ま
り
大
幅
な
増
額
は
行
わ
ず
昨
年

度
に
対
し
て
三
百
三
十
六
万
円
程
度
の

増
が
計
上
さ
れ
た
。

以
上
に
つ
い
て
両
案
と
も
全
員
異
議

な
く
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

本
年
度
の
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
定

款
十
四
条
、十
五
条
お
よ
び
細
則
七
条
、

八
条
の
規
定
に
よ
り
評
議
員
会
の
推
せ

ん
に
よ
る
候
補
者
名
、
さ
ら
に
監
事
及

び
評
議
員
候
補
者
名
に
つ
い
て
は
理
事

会
案
が
官
下
理
事
に
よ
っ
て
読
み
上
げ

ら
れ
い
ず
れ
も
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
昭
和
五
十
四
年
度

の
日
本
山
岳
会
役
員
の
新
陣
容
が
整

っ

た
。第
四
号
議
案
は
七
十
四
名
の
徐
籍
者

の
承
認
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
西
堀
会

長
並
び
に
官
下
理
事
と
も
に
今
後
の
山

岳
会
発
展
の
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
会
員

の
増
加
に
つ
い
て
の
会
員
各
位
の
協
力

の
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
総
会
の
議
事
録
署
名
人
に

は
山
崎
安
治
、
浜
田
正
男
の
両
氏
が
指

名
さ
れ
た
。

最
後
に
本
年
度
役
員

一
同
整
列
し
宮

下
理
事
よ
り

一
人

一
人
に
つ
い
て
紹
介

(1)
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が
あ
り
こ
れ
で
総
会
は
と
ど
こ
お
り
な

く
終
了
し
た
。

（本
記
事
関
係
資
料
七

頁
以
降
に
掲
載
）

な
お
、
総
会
終
了
後
、
恒
例
の
懇
親

会
が
同
館
の
別
室
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず

西
堀
会
長
の

「
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

日
本
山
岳
会
の
将
来
の
発
展
を
念
願
す

る
」
と
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
雰
囲
気
は

一
転
し
て
な
ご
や
か
に
な
っ
た
。
乾
杯

の
音
頭
は
島
田
巽
氏
が
と
っ
た
。
談
笑

が
続
き
、
会
員
の
に
ぎ
や
か
な
交
流
が

続
い
た
。
し
か
し
席
上
、
元
副
会
長
、

現
日
山
協
会
長
渡
辺
公
平
氏
の
死
去
と

葬
儀
が
伝
え
ら
れ
る
と

一
瞬
会
場
は
静

か
に
な
っ
た
。

午
後
八
時
、
折
井
副
会
長
の
閉
会
の

辞
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ム
ヘ
、
自
宅

へ
と
散

っ
て
行
っ
た
。
　

（小
倉
　
厚
）

〔
新
役
員
〕

▽
会
　
長
　
西
堀
栄
三
郎

（再
）

▽
副
会
長
　
折
井
健

一
（再
）
渡
辺

兵
力

（新
）

▽
常
務
理
事
　
宮
下
秀
樹

（再

・
総

務
）
中
島
信

一
（新

・
総
務
）
飯
野
享

（新

・
財
務
）
中
川
武

（再

・
集
会
、

支
部
）
▽
理
事
　
高
本
信
子

（新

・
山
研
）

菅
沢
豊
蔵

（新

・
学
生
）
岡
沢
祐
吉

（

新

・
会
報
）
小
倉
厚

（新

・
山
日
記
）

鈴
木
郭
之

（再

・
海
外
、
自
然
保
護
）

大
森
薫
雄

（再

・
医
療
）
倉
知
敬

（再

・
山
岳
）
山
口
節
子

（新

・
婦
人
）
越

田
和
男

（再

ｏ
図
書
、
書
評
）
川
上
隆

（新

・
高
所
、
遭
対
）
嵯
峨
野
宏

（再

ｏ
指
導
）
高
橋
聡

（新

・
青
年
）
中
村

純
二

（新

・
科
学
研
究
）

▽
監
事
　
片
岡
博

（再
）
小
原
勝
郎

（新
）
▽
常
任
評
議
員
　
山
崎
安
治
、
金
坂

一
郎
、
小
原
晴
子

（以
上
再
）
村
木
潤

二
郎
、
大
塚
博
美

（以
上
新
）

▽
評
議
員
　
大
野
俊
夫
、
織
内
信
彦

太
田
敬
、
山
本
朋
三
郎
、
水
野
政
博
、

近
藤
信
行
、

野
口
秋
人
、
伊
達
篤

郎

（以
上
再
）
田
口
二
郎
、
佐
藤
テ
ル
、

望
月
達
夫
、
朝
比
奈
英
三
、
木
下
是
雄

河
野
幾
雄
、
高
遠
宏

（以
上
新
）
自
然
保
護

一　
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
の

一
　

　

　

　

水

晶

宮

殿

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
論
議
を
呼
ん
で
い
る

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
の
水
晶
宮
殿
に

関
す
る
記
事
が
昨
年
七
月
の
ス
イ
ス
山

岳
会
会
報
の
冒
頭
に
の
り
、
本
会
の
岡

沢
祐
吉
氏
が
訳
さ
れ
ま
し
た
の
で
掲
載

い
た
し
ま
す
。

（自
然
保
護
委
員
会
）

《
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
御
承
知
の
よ
う
に

ヴ
ァ
リ
ス
当
局
は
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道

株
式
会
社
に
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ

の
水
晶
官
殿
建
設
を
認
可
し
ま
し
た
。

我
々
ス
イ

ス
山
岳

会

は
、
壮
麗
な
山
域
の
保
　
　
！

護
に
対
す
る
、
州
当
局
　
　
壊

の
分
別
の
な
さ
を
ま
っ
　
　
釈

た
く
理
解
し
か
ね
ま
　
の
准

す
。
極
端
に
拡
が
る
自
　
ツホ邦

然
美
の
商
品
化
を
阻
止
　
ヨ
モ

し
よ
う
と
す
る
同
様
な
　
プ̈
殿

団
体
と
共
に
、
我
々
電
　
″
融

長
年
闘
っ
て
い
ま
す
。
　

ュ
水

そ
し
て
昨
年
末
、
我
々

が
保
護
す
べ
し
と
し
た
景
勝
地
リ
ス
ト

の
一
部
を
、
連
邦
当
局
が
認
め
、
こ
れ

を
国
の
重
要
景
勝
地
及
び
天
然
記
念
物

リ
ス
ト

（Ｂ
Ｌ
Ｎ
）
の
第

一
位
に
載
せ

る
と
い
う
、
満
足
す
べ
き
も
の
に
た
ど

り
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
景
勝
地
の
一
部

に
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
ア
ル
プ
ス
山
域
で
も
っ

と
も
よ
く
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
地
域

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
周
囲
か

ら
あ
ま
ね
く
望
む
こ
と
の
で
き
る
素
晴

ら
し
く
、
か
つ
か
け
が
え
の
な
い
三
つ

の
星
、
ア
イ
ガ
ー
、
メ
ン
ヒ
、
ユ
ン
グ

フ
ラ
ウ
の
景
観
の
中
に
、
こ
の
個
性
の

強
い
破
日
は
ず
し
の
ガ
ラ
ス
の
建
物

が
、
い
わ
ば
人
間
の
技
術
と
財
力
を
象

徴
す
る
よ
う
に
、
今
据
え
つ
け
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

エ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
に
、
食
事
や

宿
泊
の
便
と
な
る
も
の
を
置
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
誰
れ
し
も
疑
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
が
、
正
当
に
判

断
し
て
欲
し
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
以
前

あ
そ
こ
に
あ
り
燃
え
て
し
ま
っ
た
ホ
テ

ル
の
よ
う
な
、
違
和
感
の
な
い
も
の
を

そ
こ
に
嵌
め
込
ま
な
い
の
で

し

ょ
う

か
。
ヨ
ッ
ホ
に
運
ぶ
観
光
客
は
、
景
観

の
た
め
で
あ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
に
運
ぶ

た
め
で
は
な
い
の
で
す
。
我
々
ス
イ
ス

山
岳
会
は
、
な
し
う
る
す
べ
て
の
方
法

で
、
ア
ル
プ
ス
に
あ
る
自
然
美
を
損
う

ど
ん
な
も
の
も
、
不
格
好
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
阻
止
し
ま
す
。
技
術
の
氾
濫
に

抵
抗
す
る
我
々
の
闘
い
を
支
援
し
て
下

さ
い
。
後
の
世
代
も
ま
た
、
こ
の
ア
ル
プ
ス

山
域
で
今
我
々
が
出
逢
え
る
破
壊
さ
れ

な
い
自
然
を
、
楽
し
み
得
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
イ
ス
山
岳
会
中
央
委
員
会
》

●
追
　
悼

名
誉
会
員
松
本
善

二
氏

昨
年
十

一
月
以
降
逗
子
青
木
病
院
で

療
養
中
の
と
こ
ろ
去
る
四
月
十
九
日
老

衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
九
十
四
歳
。
明

治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
十
月
四
日
東

京
に
生
れ
る
。
霧
の
旅
会
の
古
い
会
員

で
も
あ
り
、
東
京
史
学
会
々
長
、
大
和

文
化
会
理
事
等
を
歴
任
。
大

正
五
年

（
一
九

一
六
）
四
月
高
野
鷹
蔵
氏
の
紹

介
で
本
会
入
会
。
会
員
番
号
四
五
九
。

昭
和
六
年
―
八
年
理
事
を
つ
と
め
、
昭

和
四
十

一
年
十
二
月
永
年
会
員
と
な
り

昭
和
四
十
二
年
十

一
月
名
誉
会
員
に
推

挙
さ
れ
た
。

大
正
年
間
に
槍
ヶ
岳
、
自
馬
、
杓
子

鑓
。
丹
沢
山
塊
初
縦
走
。
阿
能
川
岳
。

蓬
峠
―
谷
川
岳
―
三
国
峠
初
縦
走
。
昭

和
八
年
朝
鮮
金
剛
山
。
昭
和
九
年
台
湾

新
高
山
。
戦
後
も
八
溝
山
、
石
鎚
山
、

利
尻
島
な
ど
各
地
の
山
を
登
り
、
九
十

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
も
紅
葉
会
な
ど
の
行

事
に
よ
く
参
加
し
た
。
早
期
の
登
山
で

は
木
暮
理
太
郎
、
武
田
久
吉
氏
ら
と
の

行
も
少
な
く
な
い
。

『山
岳
』

へ
の
寄
稿
も
数
篇
あ
る
が

「私
の
登
山
」
（『山
岳
』
六
十
三
年
）

に
は
、
古
い
時
代
の
登
山
の
様
子
が
よ

く
述
べ
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

葬
儀
は
四
月
二
十
四
日
台
東
区
西
浅

草
の
徳
本
寺
で
行
な
わ
れ
た
が
、
本
会

か
ら
は
生
花
を
供
え
、
山
崎
金
次
郎
、

野
口
末
延
、
吉
田
久
兵
衛
、
鶴
岡
元
之

助
、
牧
野
衛
氏
ら
同
氏
と
特
に
親
交
の

あ
っ
た
会
員
の
他
、
折
井
、
織
内
、
望

月
役
員
等
が
参
じ
た
。
本
会
は
こ
こ
に

深
甚
な
る
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。

（な
お
松
本
氏
の
生
年
に
つ
い
て
は

「
山
」
二
五
九
号
に
は
明
治
十
四
年
、

「
山
」
二
七

一
号
に
は
明
治
十
九
年
と

あ
り
何
れ
が
正
し
い
か
不
明
の
た
め
、

今
回
山
崎
金
次
郎
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
て

調
べ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
明
治
十
七
年

が
正
し
い
こ
と
が
判
っ
た
。）

（望
月
）

名
誉
会
員
岩
永
信
雄
氏

四
月
二
十
七
日
、
脳
血
栓
の
た
め
逝

去
。
亭
年
八
十
三
歳
。
明
治
二
十
八
年

（
一
人
九
五
）
八
月
誕
生
。
大
正
七
年

（
一
九

一
八
）
八
月
本
会
入
会
。
会
員

番
号
六
二
八
。
昭
和
四
年
―
六
年
幹
事

理
事
を
つ
と
め
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
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月
永
年
会
員
と
な
り
、
昭
和
四
十
六
年

十

一
月
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

五
高
、
東
大
時
代
か
ら
北
ア
ル
プ
ス

の
山
々
を
登
り
、
冠
松
次
郎
、
沼
井
鉄

太
郎
、
別
宮
貞
俊
氏
ら
と
黒
部
渓
谷
を

開
拓
、
大
正
十
四
年
八
月
黒
部
下
ノ
廊

下
完
全
遡
行
、
大
正
十
五
年
八
月
小
又

川
か
ら
奥
大
日
岳
登
頂
、
そ
の
他
積
雪

期
の
東
北
朝
日
連
峰
の
開
拓
者
と
し
て

知
ら
れ
る
。

『山
岳
』

へ
の
寄
稿
に
は

「祝
瓶
山
」
２３
の
１

「黒
部
川
よ
り
立

山
川

へ
の
旅
」
２１
の
２

「
小
又
川
よ
り

飼
沢

へ
」
２４
の
１
。
追
悼
に

「
沼
井
鉄

太
郎
氏
」
５４

「別
宮
貞
俊
氏
」
５４

「冠
松

次
郎
氏
」
６５
が
あ
る
。
ま
た

『山
岳
』

に
発
表
さ
れ
た
黒
部
渓
谷
の
写
真
は
現

在
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
会
の
集
合
に
は
よ
く
出
席
さ
れ
た

が
、
晩
年
は
老
体
と
住
宅
の
関
係
も
あ

り
、
欠
席
し
が
ち
で
あ
っ
た
ｏ
し
か
し

一
生
を
山
に
打
ち
こ
み
熱
心
な
会
員
で

あ
っ
た
。

葬
儀
は
四
月
二
十
九
日
、
新
宿
区
信

濃
町
正
覚
寺
で
行
な
わ
れ
た
が
、
本
会

か
ら
は
生
花
を
供
え
、
折
井
副
会
長
、

織
内
、
山
崎
評
議
員
、
野
口
末
延
氏
ら

が
参
列
し
た
。

本
会
は
こ
こ
に
深
甚
な
る
哀
悼
の
意

を
表
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
（望
月
）

元
副
会
長
渡
辺
公
平
氏

五
月
十

一
日
午
前
三
時
四
十
五
分
、

心
不
全
の
た
め
杉
並
区
の
衛
生
病
院
で

逝
去
。
享
年
七
十

一
歳
。
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
九
月
、
三
重
県
伊
勢
市

で
誕
生
。
昭
和
五
年
早
稲
田
大
学
政
治

経
済
学
部
卒
。
都
新
聞

（現
在
の
東
京

新
聞
）
入
社
。
昭
和
十
八
年
交
通
新
聞

の
創
刊
と
と
も
に
編
集
長
と
な
り
、
昭

和
四
十
八
年
編
集
局
長
を
最

後

に
退

職
。
交
通
協
力
会
理
事
も
つ
と
め
た
。

中
学
時
代
か
ら
山
登
り
の
楽
し
み
を

覚
え
、
早
大
山
岳
部
に
あ
っ
て
は
南
ア

北
ア
を
中
心
に
登
山
に
は
げ
み
、
卒
業

後
も
長
い
年
月
全
国
各
地
の
山
々
に
多

く
の
足
跡
を
の
こ
し
た
。

昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
六
月
本
会

入
会
。
会
員
番
号

一
一
九

一
。
戦
後
多

年
に
わ
た
り
理
事
、
副
会
長

（昭
和
三

十
七
年
―
四
十
二
年
）
、
評
議
員
と
し

て
本
会
の
た
め
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
で

あ
っ
た
。
そ
の
間

『
山
日
記
』
会
報
の

編
集
に
寄
与
し
た
ほ
か
、
晩
年
は
日
本

の
自
然
保
護
に
特
に
尽
力
し
た
。
ま
た

昭
和
五
十
年
に
は
日
本
山
岳
協
会
々
長

に
推
さ
れ
た
。

登
山
や
旅
に
関
し
て
の
紀
行
、
随
想

の
執
筆
も
多
く
、
本
会
々
報
、
『山
岳
』

へ
の
寄
稿
も
少
な
く
な
い
。
主
な
著
書

に

『黄
沙
漫
々
』

『夏
山
冬
山
』

『信

濃
の
旅
』
『山
登
り
』
『
山
頂
の
青
春
』

『墨
滴
三
十
年
』

『山
は
満
員
』
等
が

あ
る
。
告
別
式
は
五
月
十
三
日
午
後

一
時
半

か
ら
杉
並
区
の
天
沼
教
会
で
行
わ
れ
た

が
、
本
会
か
ら
生
花
を
供
え
、
多
数
の

役
員
会
員
が
参
列
し
て
急
逝
し
た
同
氏

の
冥
福
を
祈
っ
た
。

本
会
は
こ
こ
に
深
甚
な
る
哀
悼
の
意

を
表
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
（望
月
）

図

書

紹

介
『
コ
ン
サ

イ

ス

日
本
山
名
辞
典
修
訂
版
』

去
月
の
七
月
に

『
コ
ン
サ
イ
ス
　
日

本
山
名
辞
典
』
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ

の
∧
修
訂
版
∨
が
こ
の
三
月
に
出
た
。

″
修
訂
″
を

『広
辞
苑
』
で
ひ
い
て
み

る
と

「書
籍
な
ど
の
誤
り
を
直
し
校
訂

す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
先
の
も
の
は
確

か
に
誤
り
が
多
か
っ
た
。
日
本
ア
ル
プ

ス
の
命
名
者
を
ウ
オ
ル
タ
ー

・
ウ

ェ
ス

ト
ン
と
す
る
な
ど
、
ど
う
し
て
そ
の
よ

う
な
初
歩
的
な
誤
り
を
お
か
し
て
い
る

の
か
と
不
思
議
に
思
っ
た
し
、
私
の
多

少
は
知
っ
て
い
る
奥
多
摩
、
奥
秩
父
で

も
う
な
づ
け
な
い
記
述
が
幾
つ
か
あ
っ

た
。
ま
た
、
九
州
地
方
の
山
の
説
明
に

と
り
わ
け
誤
り
が
多
か
っ
た
と
も
聞
い

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
発
行
所
で
は
、

発
行
後
ほ
ど
な
く
∧
修
訂
版
∨
を
作
る

こ
と
に
し
、
先
の
版
の
購
入
者
に
対
し

て
は
無
料
で
交
換
す
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
。
先
の
版
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
愛

読
者
カ
ー
ド
を
送
っ
た
ひ
と
に
は
∧
修

訂
版
∨
を
引
き
換
え
に
送
付
す
る
手
は

ず
だ
と
、
発
行
所
で
は
い
っ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
拙
文
に
目
を
と
め
ら
れ
た

方
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
う
し
た
ア

ッ
ピ
ー
ル
は
発
行
所
自
身
が
積
極
的
に

行
な
う
の
が
、
よ
り
親
切
と
い
う
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
内

容
を
本

書

の

「
は
じ
め

に
」

「使
用
上
の
注
意
」
か
ら
拾
う
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

「
二
〇
万
分
の
一
地
勢
図
に
記
載
さ

れ
て
い
る
山

・
峠
の
全
て
と
、
日
本
各

地
域
に
と
っ
て
関
係
の
深
い
山
と
峠
を

重
点
的
に
集
録
し
て
、
約

一
万
三
〇
〇

〇
と
い
う
数
を
得
」

「解
説
は
、
山

・

峠
の
所
在
地
、
鉄
道
の
駅
か
ら
の
方
位

と
距
離
、
標
高
を
基
本
と
し
、
山

・
峠

に
関
係
の
深
い
地
質

ｏ
動
物

。
植
物
な

ど
の
自
然
的
記
述
、
宗
教

・
伝
承

・
登

山

・
観
光
な
ど
の
人
文
的
記
述
を
付
し

た
」加
え
て
、
そ
の
山
な
り
峠
の
記
載
さ

れ
て
い
る
三
〇
万
分
の
一
地
勢
図
名
、

五
万
分
の
一
地
形
図
の
図
幅
番
号
が
記

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
名
の
固
有

名
詞
部
分
と
な
る
こ
と
の
多
い
名
称
の

由
来
や
意
味
の
解
説
が
若
干
と
、
著
名

な
九
座
の
山
の
鳥
厳
図
が
そ
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
辞
典
は

難
し
い
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。　
一

つ
の
山
に
も
諸
説
が
あ
る
も
の
が
多
く

そ
の
う
ち
の
ど
れ
を
採
る
か
が
問
題
で

あ
る
。
あ
る
人
に
は
妥
当
と
考
え
ら
れ

て
も
、
他
の
人
に
は
容
認
し
が
た
い
記

述
も
当
然
で
て
く
る
だ
ろ
う
。
私
に
し

て
も
∧
修
訂
版
∨
に
お
い
て
も
な
お
、

疑
間
に
思
う
記
述
が
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
は
編
者
と
の
見
解
の
相
違

も
あ

り
、
あ
る
程
度
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で

も
あ
る
。
だ
が
、
∧
修
訂
版
∨
発
行
を

機
会
に
も
う
少
し
綿
密
な
訂
正
を
し
て

も
よ
か
っ
た
と
残
念
に
思
う
個
所
が
な

き
に
し
も
あ
ら
ず

で
あ

る
。
で
き
れ

ば
、
山
名
の
由
来
の
出
典
も
欲
し
い
と

こ
ろ
だ
。

以
上
、
や
や
不
満
ば
か
り
を
述
べ
た

よ
う
だ
が
、
私
自
身
、
結
構
愛
用
し
て

い
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
、
つ
け
加
え
て
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
未
知
の
山
を

調
べ
た
り
す
る
の
に
は
、
た
い
へ
ん
便

利
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
愛
読
者
カ
ー
ド
な
り
に
よ
っ

て
∧
修
訂
版
∨
を
引
き
換
え
に
送
付
さ

れ
た
場
合
に
は
、
先
の
版
を
送
り
返
す

よ
う
に
発
行
所
で
は
希
望
し
て
い
る
。

こ
の
手
数
が
わ
ず
ら
わ
し
い
。
そ
し
て

返
っ
て
き
た
も
の
は
、
も
う
売
物
に
な

ら
な
い
の
は
明
白
で
、
お
そ
ら
く
廃
棄

処
分
に
な
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。

な
ん
と
無
駄
な
は
な
し
だ
ろ
う
、
最
初

か
ら

一
応
の
も
の
を
作
っ
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
の
に
と
思
う
の
は
、
私
だ
け
の

感
慨
で
あ
ろ
う
か
。

Ｂ
６
判
類
似
　
本
文
五
五
八
頁
　
付

録

「
五
万
分

一
地
形
図

一
覧
表
」

「漢
字
索
引
」
昭
和
五
四
年
二
月
二

〇
日
発
行
　
三
省
堂
三
二
〇
〇
円

（横
山
厚
夫
）

●
報
告

一
青
年
懇
談
会

一

「丹
沢
集
会
」

雨
模
様
の
２
月
１７
日
、
恒
例
の
西
丹

沢
寄
木
小
屋
に
三
々
五
々
集
合
し
た
の

は
自
称
青
年
の
面
々
、
小
屋
主
大
館
氏
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よ
り
の
鹿
刺
、
猪
鍋
を
か
こ
ん
で
夜
半

ま
で
、
海
外
交
流
登
山
の
話
等
々
談
論

風
発
、
酒
を
酌
み
交
し
た
。

翌
１８
日
は
雨
山
峠
周
辺
の
散
策
、
各

パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
れ
て
散
会
し
た
。

年
々
好
評
を
重
ね
て
い
る
青
懇
丹
沢

集
会
の
今
年
の
参
加
者
は
２０
名
を
数
え

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（絹
川
）

∧
参
加
者
∨
大
森
、
長
尾
、
近
藤
、
鈴

木
、
橋
本
、
古
屋
、
西
村
、
贅
田
、
大

倉
、
滝
、
中
川
、
高
橋
、
今
村
、
加
藤

小
原
、
上
原

（友
人
２
名
）
、
絹
川
、

杉
山
。

一
東
九
州
支
部
だ
よ
り

京
都
の
今
西
さ
ん

一
行
四
人
を
迎
え

て
一
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
宮
崎
県
か

ら
大
分
県

へ
か
け
て
か
ね
て
の
懸
案
で

あ
っ
た
山
旅
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き

た
。
こ
の
間
殆
ん
ど
晴
天
に
恵
ま
れ
頂

上
に
も
雪
は
な
く
冬
と
は
思
わ
れ
な
い

山
行
だ
っ
た
。
以
下
は
西
孝
子
さ
ん
の

記
録
で
あ
る
。
　

　

　

（野
口
秋
人
）

速
日
の
峰
は
潅
木
と
萱
の
中
の
平
ら

な
ピ
ー
ク
、
鏡
山
は
海
が
す
ぐ
そ
こ
ま

で
迫

っ
て
こ
ん
も
り
と
し
た
丘
の
牧
場

の
中
、
酒
利
岳
は
杉
の
植
林
の
中
、
侃

楯
山
は
ア
ン
テ
ナ
の
林
立
で
三
角
点
は

行
方
不
明
、
石
峠
山
は
イ
バ
ラ
と
萱
で

大
き
い
古
び
た
櫓
の
中
、
侃
楯
と
同
じ

く
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
上
ま
で
舗
装
道
が

あ
り
ま
し
た
。
樅
の
木
山
は
、
急
な
沢

す
じ
と
植
林
と
薮
こ
ぎ
で
短
い
け
れ
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ミ
ニ
登
山
を

楽
し
め
ま
し
た
。
狭
い
山
頂
に
小
さ
い

こ
わ
れ
た
櫓
。
そ
の
中
の
標
石
に
は
コ

ケ
が
つ
い
て
い
ま
し
た
．
三
角
点
を
た

ず
ね
た
三
日
間
よ
く
晴
れ
た
小
春
日
和

で
し
た
。
「先
生
の
山
登
り
に
は
本
当

に
い
ろ
い
ろ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

が
探
検
な
の
で
す
ね
。
先
生
が
み
つ
け

て
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、
私
ど
も
は
こ
ん

な
山
に
登
る
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い

こ
と
で
す
。」
と
し
み
じ
み
話
さ
れ
る
支

部
長
の
声
に

一
同
う
な
ず
き
体

一
ぱ
い

感
謝
の
念
を
現
わ
し
ま
し
た
。
『も
っ

と
郷
上
の
山
の
良
さ
を
知
り
な
さ
い
。』

と
さ
と
さ
れ
た
様
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

山
行
も

一
味
違
っ
た
も
の
が
加
わ
り
そ

う
で
す
。

三
角
点
の
石
、
酒
利
岳
で
は
新
し
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
旧
い
も
の
は
上
が

丸
く
な
り
隣
に
横
た
わ
っ
て

い
ま

し

た
。

「
ツ
ル
ツ
ル
や
、
こ
の
三
角
点
」

と
先
生
は
手
袋
を
取
り
冷
い
石
に
挨
拶

を
し
ま
す
。
千
山
を
昨
年
の
お
盆
に
越

え
ら
れ
た
今
、
そ
の
時
々
の
思
い
が
、

手
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
昔
、

誰
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
運
ん
だ
の
か

わ
か
ら
な
い
石
。
訪
れ
る
人
も
な
く
静

か
に
眠
る
こ
の
標
。
「道
祖
神
だ
」
と

私
は
思
い
ま
し
た
。

時
間
切
れ
で
山
を
降
り
、
三
度
目
の

挑
戦
だ
っ
た
樅
の
木
山
頂
で
の
三
度
の

「
ヤ
ッ
ホ
」
。
先
生
の
ほ
ほ
え
む
姿
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
　

　

（西
孝
子
）

コ
ー
ス

・
一
月
十
四
日
　
晴
　
大
分
―
延
岡
―

川
水
流
―
ミ
ン
ク
飼
育
場
―
登
山
ロ
ー

清
水
峠
―
速
日
の
峰

（
一
等
三
角
点
八

六
八
米
）
―
東
峰
―
車
止
―
川
水
流
―

鏡
山
登
山
ロ
ー
鏡
山
―
車
止
―
市
振

ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
氏
の

山
案
内
人
手
帳
　
０

岡

沢

祐

吉

田
口
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郎
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∽
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０
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ら
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”
こ

∞
ｏ
・
＞
ヒ
∞
・
Ｈ
ｏ
ω
∞

《
サ
ム
エ
ル
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ン
ド
氏
と
、
こ
れ
ら
の
興
味

あ
る
旅
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
僕
ら
は
と
て
も
幸
せ
で

す
。
八
月
二
日
　
　
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

八
月
五
日
　
　
ノ
ー
レ
ン
経
由
メ
ン
ヒ

八
月
六
日
　
　
ア
イ
ガ
ー
ミ
ッ
テ
ル
レ
ギ
尾
根

八
月
十

一
日
　
フ
ィ
ア
ェ
ー
ゼ
ル
稜
を
経
て
ダ
ン
・
ブ

ラ
ン
シ
ュ

八
月
十
七
日
　
エ
ン
グ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
の
ミ
ッ
テ
ル
グ
ル

ッ
ペ
及
び
グ

ロ
ー
ス
・
ズ
ィ
メ
リ
シ
ュ
ト
ッ
ク
の

縦
走

八
月
十
八
日
　
ト
イ
フ
ェ

ル
ス
ヨ
ッ
ホ
か
ら
キ

ン
グ
シ

ュ
ピ

ッ
ツ
ェ

八
月
二
十
二
日
　
北
尾
根

を
経
て
ビ
ー
チ
ホ
ル

ン
、
下
り
は
バ
ル
ト

シ
ー
デ
ル
谷

ヘ

八
月
二
十
五
日
　
グ

ロ
ー

ス
・
シ

ュ
レ
ツ
ク
ホ

ル
ン
、
北
東
壁
か
ら

の
初
登

八
月
二
十
七
日
　
グ

ロ
ー

ス
ｏ
シ

ュ
レ
ッ
ク
ホ

ル
ン
を
南
稜
か
ら
登

り
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
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（参
加
者
）
今
西
錦
司

・
宮
後
正
樹

ｏ

横
田
明
男

・
吉
村
比
佐

（以
上
京
都
）

野
口
秋
人

・
木
本
善
重

・
大
串
信
治

ｏ

窪
田
祥
三
郎

ｏ
大
谷
優

・
魚
本
定
良

・

西
孝
子

・
三
浦
敬
止

・
加
藤
凍
二

（以

上
東
九
州
）

外
に
延
岡
山
の
会
々
員
多
数
参
加

・
一
月
十
五
日
　
曇
　
市
振
―
車
止
―

酒
利
岳

（
二
等
三
角
点
七
五
三
米
）
―

車
止
―
侃
楯
山
―
石
峠
山

（
三
等
三
角

点
）
―
臼
杵
石
仏
―
喜
楽
庵

（参
加
者
）
京
都
四
名

。
東
九
州
―
野

口
・
木
本

。
大
串

・
窪
田

・
三
浦

・
加

藤

・
西

ｏ
一
月
十
六
日
　
晴
　
臼
杵
―
車
止
―

樅
の
木
山

（
一
等
三
角
点
四
八
四
米
）

―
車
止
―
臼
杵
―
大
分
―
別
府

（参
加
者
）
京
都
四
名

ｏ
東
九
州
―
野

口
・
木
本

・
山
本
康
文

・
二
重
野
ユ
リ

子

・
窪
田

ｏ
西

三
角
点
調
査
責
任
者

速
日
の
峰

・
鏡
山

（大
谷
）
樅
の
木

山

（窪
田
）
酒
利
岳

（姫
野

・
窪
田
）

一
北

海

道
支
部

だ

よ

り

北
海
道
支
部
恒
例
の
レ
ク
バ
ス
に
よ

る
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
と
、
ス
キ
ー
登
山
が

二
月
と
四
月
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
四

十
名
と
十
名
が
参
加
し
盛
会
で
し
た
。

ｏ
二
月
四
日

（
日
）
の
ニ
セ
コ
・
ス
キ

ー
レ
ク
バ
ス
は
、
通
い
な
れ
た
チ
セ
ハ

ウ
ス
の
経
営
者
、
織
笠
巌
さ
ん
と
、
小

樽
市
在
住
の
歯
科
医
、
兼
平
治
水
さ
ん

の
二
人
が
、
二
月
十
八
日
に
還
暦
を
迎

え
る
と
あ
っ
て
、
会
員
始
め
参
加
者
か

ら
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
赤
い
セ

―
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
楽
し
い
催
し
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
大
塚
支
部
長
以
下
、

会
員
、
紹
介
の
お
客
さ
ま
も
加
え
て
四

十
名
、
昼
前
に
チ
セ
ハ
ウ
ス
に
到
着
す

る
と
、
食
事
も
そ
こ
そ
こ
に
チ
セ
ヌ
プ

リ
ヘ
の
ツ
ア
ー
班
と
ゲ
レ
ン
デ
班
に
別

れ
、
相
憎
の
吹
雪
模
様
も
な
ん
の
新
雪

に
挑
み
、
ひ
と
汗
か
き
ま
し
た
。
午
後

二
時
過
ぎ

ハ
ウ
ス
に
引
き
揚
げ
、
ひ
と

風
呂
浴
び
た
あ
と
、
早
速
、
環
暦
祝
い

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
り
、
全
員
の
拍
手

の
中
、
集
会
担
当
の
柳
田
涼
子
さ
ん
と

赤
石
喜
恵
子
さ
ん
か
ら
織
笠
さ
ん

（六

八
八
二
番
）
、
兼
平
さ
ん

（
七
〇
〇
五

番
）
に
セ
ー
タ
ー
を
贈
呈
し
乾
杯
、
山

菜
の
オ
ー
ド
ブ
ル
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち

ま
し
た
。
宴
た
け
な
わ
に
、
お
返
し
に

と
、
二
人
か
ら
紅
自
の
大
き
な
ま
ん
じ

ゅ
う
が
配
ら
れ
、
全
員
感
激
。
楽
し
い

歌
も
飛
び
出
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
た
ち
午
後
四
時
半
、
名
残
を
惜

し
み
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
中

で
も
、
家
族
的
な
雰
囲
気
に
、
お
客
さ

ま
も
大
喜
び
で
し
た
。
会
員
の
参
加
者

は
次
の
と
お
り
。

大
塚
武
、
山
川
力
、
井
手
貢
夫
、
兼

平
治
水
、
横
田
春
雄
、
石
井
忠
雅
、
渡

部
盛
夫
、
官
下
弘
、
新
妻
徹
、
高
沢
光

雄
、
浅
利
欣
吉
、
平
野
明
、
小
林
年
、

小
宮
忠
義
、
柳
田
凍
子
、
赤
石
喜
恵
子

（
ほ
か
お
客
さ
ま
二
十
四
名
）

ｏ
四
月

一
日

（
日
）
の
余
市
岳
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
は
、
マ
イ
カ
ー
三
台
に
大
塚
支

部
長
以
下
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
も
残
念
な
が

ら
吹

雪

稜
を
下
る

田
口
一
郎

田
口
二
郎
Ｊ

・
Ａ

・
Ｃ

Ｓ

・
Ａ

・
Ｃ

グ
リ
ン
デ
ル
ヴ
ァ
ル
ト

一
九
二
八
年
八
月
二
十
日
Ｖ

田
口
一
郎
さ
ん
の

「
ス
イ
ス
だ
よ
り
」

（会
報
七
十

九
号
）
に
よ
る
と
、
八
月
五
日
の
メ
ン
ヒ
・
ノ
ー
レ
ン

で
は
氷
が
硬
く
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
ち
込
ん
で
も
歯
が
立

た
な
か
っ
た
と
あ
る
。
ノ
ー
レ
ン
ピ
ッ
ケ
ル
が
必
要
と

い
わ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
槙
さ
ん
や
松
方
さ
ん
等
が
登

ら
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
十
年
の
歳
月
が
経

っ
て
い
る
。
同
じ

田
口
さ
ん
の
ス
イ
ス
だ
よ
り
」
に
よ
れ
ば
、
六
日
に
ミ

ッ
テ
ル
レ
ギ
尾
根
を
す
ま
せ
て
か
ら
ヴ
ァ
リ

ス
に
転

じ
、
ツ
ィ
ナ
ー
ル
ロ
ー
ト
ホ
ル
ン
、
オ
ー
ベ
ル
ガ
ー
ベ

ル
ホ
ル
ン
な
ど
に
登
る
計
画
と
あ
る
が
、
ダ
ン
・
ブ
ラ

ン
シ
ュ
だ
け
で
終
っ
て
い
る
。
ダ
ン
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の

フ
ィ
ア
・
エ
ー
ゼ
ル
稜
は
東
北
東
に
の
び
る
尾
根
で
、

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
●
ア
ル
マ
ー
が

一
行
四
人
と
こ
の
尾
根
か

ら
初
登
頂
す
る
時

「自
分
た
ち
四
人
の
愚
か
者

（
フ
ィ

ア
・
エ
ー
ゼ
ル
）
」

と

い

っ
た
の
で
こ
う
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
起
点
と
な
る
ム

ン
テ
ッ
ト
ヒ
ュ
ッ
テ
に
は

ツ
ィ
ナ
ー
ル
の
谷
か
ら
入

る
。
八
月
十

一
日
、
田
口

さ
ん
達
は
こ
の
ヒ
ュ
ッ
テ

で
天
候
の
様
子
を
み
な
が

ら
、
ツ
ィ
ナ
ー
ル
ロ
ー
ト

ホ
ル
ン
や
オ
ー
ベ
ル
ガ
ー

ベ
ル
ホ
ル
ン
を
ね
ら
っ
て

い
た
が
思
う
よ
う
に
な
ら

ず
、
ダ
ン
ｏ
ブ
ラ
ン
シ
ュ

だ
け
に
登
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
八
月
十
七
、
十
八
日
は
エ
ン
グ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
を

ズ
ィ
メ
リ
シ
ュ
ト
ッ
ク
、
ミ
ッ
テ
ル
グ
ル
ッ
ペ
、
キ
ン

グ
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ェ
と
登
る
。
こ
の
時
点
か
ら
今

日
ま

で
、
こ
の
エ
ン
グ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
に
足
を
向
け
た
日
本
人

登
山
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
Ａ
■

Ｃ
Ｂ
会
報
は
毎
年
何
名
か
ら
の
エ
ン
グ
ル
ヘ
ル
ナ
ー
登

山
者
の
名
前
を
載
せ
て
い
る
。
ミ
ッ
テ
ル
グ
ル
ッ
ペ
を

登
る
六
十
五
歳
に
な
っ
た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ェ
グ
ラ
元
ェ

ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
長
か
ら
、
数
年
前
ク
ラ
イ
ン
ｏ
ズ
ィ

メ
リ
シ
ュ
ト
ッ
ク
に
新
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
若
い
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｂ
会
員
ま
で
。
八
月
二
十
二
日
、
田
口
さ
ん
達
は
十

二
年
前
槙
さ
ん
達
が
と
ら
れ
た
北
尾
根
ル
ー
ト
か
ら
ビ

ー
チ
ホ
ル
ン
に
登
り
、
バ
ル
ト
シ
ー
デ
ル
谷

へ
降
り
ら

れ
た
が
、
こ
こ
で
も
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ
会
員
は
新
し
い
山
行
を

試
み
よ
う
と
、
昨
年
悪
条
件
を
押
し
て
ビ
ー
チ
ホ
ル
ン

北
尾
根
を
三
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
試
登
し
た
と
前
記

の
会
報
に
記
録
し
て
い
る
。

八
月
二
十
五
日
の
グ

ロ
ー
ス
ｏ
シ
ュ
レ
ツ
ク
ホ
ル
ン

北
東
壁
初
登
攀
は
、
ア
イ
ガ
ー
東
尾
根
や
ヴ

ェ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
西
尾
根
の
初
登
と
く
ら
べ
、
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
ひ
と
月
前
、
ヘ
ッ
ク
マ
イ
ア
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プラヴァンド氏の山案内人手帳

定
山
渓
高
原
の
札
幌
国
際
ス
キ
ー
場
を

で
、
朝
九
時
過
ぎ
自
慢
の
ス
カ
イ
キ
ヤ

ビ
ン
で
運
ば
れ
、
出
発
し
た
も
の
の
、

横
な
ぐ
り
の
風
雪
に
悩
ま
さ
れ
、
ス
キ

ー
ツ
ア
ー

一
時
間
ち
ょ
っ
と
、
朝
里
岳

頂
上
付
近
で
見
通
し
が
悪
く

な
り
断

念
、
シ
ー
ル
を
外
し
て
新
雪
の
滑
降
を

楽
し
み
ス
キ
ー
場

へ
下
り
ま
し
た
。
大

塚
支
部
長
の
配
慮
で
定
山
渓
の
日
銀
の

寮
に
立
ち
寄
り
、
昼
食
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
皮
肉
な
こ
と
に
外
は
青
杢
が
見
え
、

や
が
て
快
晴
に
。
テ
レ
ビ
の
選
抜
高
校

野
球
の
実
現
や
、
本
州
の
桜

だ
よ
り

顔
を
見
合
の
北
海
道
の
違
い
に
、　
一
同

と
、
吹
雪
わ
せ
、
四
月
と
は
い
う
も
の

の

″
春
ま
だ
遠
し
″
と
感
じ
ま
し
た
。

全
員
の
参
加
者
は
次
の
と
お
り
．

大
塚
武
、
新
妻
徹
、
高
沢
光
雄
、
浅

利
欣
吉
、
渡
部
盛
夫
、
大
音
師
忠

一
、

柳
田
凍
子

（
ほ
か
札
幌
山
の
会
員
な
ど

三
名
）　
　
　
　
　
　
　
　
（浅
利
欣
吉
）

〓一
東

海
支
部

総
会
報

告

東
海
支
部
で
は
去
る
四
月
二
十

一
日

（土
）
午
後
六
時
か
ら

（株
）
尾
上
機

械
会
議
室
に
本
部
の
望
月
副
会
長
を
お

招
き
し
て
三
十
名
の
会
員
が
集
ま
り
、

昭
和
五
十
四
年
度
支
部
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

総
会
は
尾
上
支
部
長
挨
拶
の
後
、
支

部
長
を
議
長
に
委
嘱
し
て
、
昭
和
五
十

三
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
を
行
い
、
続
い
て
役
員

選
任

（案
）
、
昭
和
五
十
四
年
度

事
業

計
画

（案
）
、
収
支
予
算

（案
）
、
支
部

設
立
二
十
周
年
記
念
事
業
計
画

（案
）

を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
た
。

議
事
の
後
、
来
賓
の
望
月
副
会
長
と

国
島
愛
知
県
岳
連
理
事
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
祝
電
を
披
露
し
て
無

事
終

了
し

た
。総
会
後
は
引
き
続
き
同
会
場
で
懇
親

会
を
開
い
た
。

懇
親
会
は
熊
沢
元
支
部
長
の
音
頭
で

乾
杯
し
、
和
や
か
に
懇
談
し
な
が
ら
日

頃
疎
遠
の
会
員
と
旧
交
を
暖
め
、
最
後

に
石
岡
元
副
支
部
長
の
挨
拶
で
し
め
く

く
っ
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

〔
総
会
出
席
者
と
新
役
員
〕

望
月
達
夫
、
国
島
陽
三
、熊
沢
正
夫
、

石
岡
繁
雄
、
尾
上
昇
、
中
世
古
隆
司
、

湯
浅
道
男
、
小
川
務
、
山
本
英
明
、
木

村
孝
保
、
中
世
古
直
子
、中
田
晴
紀
子
、

蟹
江
武
士
、
森
本
学
、
柿
下
哲
雄
、
大

谷
正
治
、
影
山
淳
、
梶
田
民
雄
、
岡
田

良
平
、
加
藤
雅
代
、
浜
本
多
佳
子
、
向

井
康
宣
、
土
本
美
宜
、
鈴
木
清
彦
、
柴

宮

一
男
、
大
口
瑛
司
、
成
瀬
和
男
、
多

田
光
孝
、
秋
田
真
人
、
石
川
望
、
丸
山

昭

一
（順
不
同
、
敬
称
略
）

▽
支
部
長
　
尾
上
昇

（再
）

▽
副
支
部
長
　
中
世
古
隆
司

（再
）

▽
常
務
委
員
　
沖
允
人

（再
）
、
小
川

務

（再
）
、
湯
浅
道
男

（再
）
、
本
村

孝
保

（再
）
、
丸
山
昭

一
（再
）
、
大

口
瑛
司

（新
）
、
今
井
祥
司

（新
）
、

山
本
英
明

（新
）
、
鈴
木
清
彦
（新
）
、

中
田
晴
紀
子

（新
）

▽
会
計
監
事
　
村
井
喜

一

（再
）
、
郡

正
也

（新
）

翌
日
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、
望
月
副
会

―
等
に
よ
る
ア
イ
ガ
ー
北
壁
の
初
登
攀
が
あ
っ
た
た
め

衆
目
を
集
め
る
に
至
ら
ず
、
特
に
日
本
で
は

一
部
の
人

人
を
除
い
て
、
こ
の
注
目
す
べ
き
記
録
に
目
を
向
け
た

者
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
現
在
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
で
編
集
発

行
し
て
い
る
山
案
内
書
は
、
こ
の
初
登
攀
を
お
こ
な
っ

た
田
口
一
郎
、
二
郎
両
氏
の
名
前
を
上
げ
、
そ
の
価
値

あ
る
記
録
を
留
め
て
い
る
。
古
く
は
メ
ル
ヒ
ヨ
ー
ル
か

ら
新
し
く
は
Ｒ

。
メ
ス
ナ
ー
ま
で
、
百
数
十
年
に
及
ぶ

記
録
を
載
せ
る
こ
の
案
内
書
の
中
に
、
唯

一
の
日
本
人

名
を
見
つ
け
、
こ
の
案
内
書
の
翻
訳
を
と
も
に
し
た
赤

沼
君
と
私
は
、
喜
び
か
つ
安
心
し
た
も
の
だ
。

八
月
二
十
七
日
、
田
口
さ
ん
達
は
こ
の
グ

ロ
ー
ス
・

シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
を
南
か
ら
登
り
、
自
分
た
ち
の
登

っ
た
ル
ー
ト
を
反
郷
し
な
が
ら
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
稜
を
下

ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

（最
終
回
は
高
木
正
孝
氏
ほ
か
）

長
、
中
世
古
直
子
、
中
田
晴
紀
子
、
渡

辺
し
げ
子
、
丸
山
昭

一
の
メ
ン
バ
ー
で

鈴
鹿
山
系
の
最
高
峰
で
あ
る
御
池
岳
の

丸
山

（
一
二
四

一
ｍ
）
に
懇
親
山
行
。

中
田
さ
ん
の
運
転
す
る
車
で
午
前
七

時
に
名
古
屋
を
出
発
、
東
名
阪
有
料
道

路
を
経
由
し
て
登
山
口
に
八
時
四
十
分

到
着
。
身
仕
度
を
整
え
て
コ
グ
ル
ミ
谷

道
を
登
る
。

登
山
道
沿
い
に
は
カ
タ
ク
リ
の
花
だ

け
恥
か
し
そ
う
に
曹
を
固
く
し
て
う
つ

む
い
て
い
る
が
、
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
イ

チ
リ
ン
ソ
ウ
、
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
キ
ク

ザ
キ
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ

ミ
な
ど
が
可
燐
に
咲
き
誇
り
、
遠
来
の

望
月
副
会
長
を
歓
迎
し
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。
頭
に
タ
オ
ル
を
巻
か
れ
、
足
に
は
ゲ

ー
ト
ル
を
巻
か
れ
た
望
月
副
会
長
の
快

調
な
ペ
ー
ス
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
昼

少
し
前
に
全
員
揃
っ
て
丸
山
に
登
頂
。

頂
上
か
ら
の
展
望
は
す
ば
ら
し
く
、

中
央
ア
ル
プ
ス
連
峰
か
ら
御
岳
、
乗
鞍

岳
、
自
由
ま
で
遠
望
で
き
て
夢
中
で
カ

メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。

頂
上
附
近
は
石
灰
岩
地
帯
特
有
の
カ

ッ
レ
ン
フ
エ
ル
ト
で
足
場
が
あ
ま
り
良

く
な
い
の
で
、　
一
同
で
記
念
写
真
を
撮

っ
て
か
ら
、
鈴
鹿
名
物
の
身
の
丈
以
上

も
あ
る
サ
サ
の
中
を
や
ぶ
こ
ぎ
し
な
が

ら
少
し
開
け
た
場
所
ま
で
移
動
し
て
昼

食
を
と
る
。

一
時
間
ほ
ど
休
息
し
て
再
び
コ
グ
ル

ミ
谷
道
を
下
山
、
午
後
三
時
五
分
に
全

員
無
事
登
山
口
に
到
着
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
は
、
深
田
久
弥
さ
ん

の
大
フ
ァ
ン
と
い
う
若
い
渡
辺
さ
ん
が

望
月
副
会
長
の
肩
に
も
た
れ
て
い
ね
む

り
を
始
め
た
が
、
途
中
で
目
を
覚
し
、

隣
り
に
居
る
人
が
望
月
副
会
長
ご
本
人

で
あ
る
と
初
め
て
知
っ
て
驚
く

一
幕
も

あ
り
、
実
に
楽
し
い
山
行
で
あ
っ
た
。

（東
海
支
部
・
丸
山
昭
一
）

お
知
ら
せ

第
二
回
講
演
会
と

鳥
海
山
高
山
植
物
探
索
行

こ
の
夏
は
高
山
植
物
を
探
訪
す
る
目

的
で
、
先
ず
小
野
博
士
に
高
山
植
物
の

お
話
を
伺
い
、
つ
い
で
鳥
海
山

へ
植
物

探
訪
の
旅
に
出
か
け
る
計
画
を
立
て
ま

し
た
の
で
御
参
加
下
さ
い
。

一
、
科
学
研
究
委
員
会
第
二
回
講
演
会

日
時
　
昭
和
５４
年
６
月
２９
日
（金
）

午
後
６
時

場
所
　
本
会
ル
ー
ム

講
師
　
小
野
幹
雄
氏

東
京
都
立
大
学
理
学
部
牧
野

標
本
舘

題
日
　
高
山
植
物

―
そ
の
特
徴
と
背
景
―

一
、
鳥
海
山
高
山
植
物
探
索
行

期
日
　
昭
和
５４
年
８
月
ｎ
日
（土
）
お

よ
び
１２
日
（
日
）

集
合
時
刻
　
ｎ
日
（土
）午
前
１０
時

集
合
場
所
　
国
民
宿
舎
大
平
山
荘
前

・、「①【　ＯＮ
∞卜
‐い
∞‐卜Ｏ
ＨＨ

交
通

（
一
例
）

８
月
１０
日
２２
時
３８
分
上
野
駅
発
急

行
寝
台
天
ノ
川
乗
車
。
８
月
ｎ
日

８
時
２９
分
酒
田
駅
着
。
同
８
時
４０

分
酒
田
駅
前
発
庄
内
交
通
バ
ス
鉾

立
行
に
乗
車
。
９
時
５０
分
大
平
山

荘
前
下
車
。

行
動Ｈ
日
（土
）現
地
の
富
沢
襄
氏
や
畠

(6)
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中
善
弥

・
真
坂
洋

一
ｏ
高
橋
長
助

会
員
等
の
案
内
で
御
浜

・
笙
ケ
岳

付
近
の
植
物
探
索
を
行
う
。

夜
、
大
平
山
荘
に
て
懇
親
会
、
宿

泊１２
日
（
日
）朝
食
後
解
散
。
以
後
矢

島

コ
ー
ス
、
湯
の
台
コ
ー
ス
、
鉾

立
コ
ー
ス
な
ど
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
自
由
行
動
。

参
加
人
員
　
３０
名

（オ
ー
バ
ー
の
場

合
は
締
切
）

参
加
費
　
約
五
千
円

（宿
泊
費
）
は

現
地
で
徴
収

申
込
締
切
　
７
月
５
日
（木
）

申
込
先
　
山
岳
会
ル
ー
ム

探
索
行
参
加
者
は
で
き
れ
ば
小
野

氏
講
演
会
に
御
出
席
下
さ
い
。

（科
学
研
究
委
員
会
）

会

務

報

告

４
月
理
事
会

４
月
１６
日
午
後
６
時
３０
分

本
会
ル
ー
ム

▽
出
席
者
　
西
堀
会
長
、
望
月
、
折
井

各
副
会
長
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、

中
川
、
橋
本
、
大
森

（久
）、
皆
川
、

大
森

（薫
）、
黒
石
、
越
田
、
嵯
峨
野

各
理
事
、
片
岡
監
事
、
浜
野
、
山
崎

金
坂
、
松
丸
、
近
藤
各
評
議
員

委
任
　
鈴
木
、
田
村
各
理
事

▽
議
案

。
総
会
議
案
に
つ
い
て

１
　
昭
和
５３
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件

（一局
」還
）

承
認

監
査
結
果
報
告

（片
岡
監
事
）

２
　
昭
和
５４
年
度
事
業
計
画

（案
）

お
よ
び
収
支
予
算
（案
）承
認
の
件

（３
月
理
事
会
で
承
認
）

３
　
昭
和
５４
年
度
役
員
お
よ
び
評
議

員
の
件
　
　
　
　
　
　
（宮
下
）

評
議
員
会
で
推
薦
さ
れ
た
役
員
候

補
者
の
紹
介
、
評
議
員
候
補
者
に

つ
い
て

承
認

４
　
昭
和
５４
年
度
除
籍
の
件
（宮
下
）

承
認

・
支
部
に
対
す
る
還
元
金
に
つ
い
て

（宮
下
）

検
討
の
結
果
、
入
会
金
の
一
部
に
つ

い
て
還
元

承
認

。
一
九
七
九
年
学
生
部
海
外
登
山
の
計

画
変
更
に
つ
い
て
　
　
（嵯
峨
野
）

了
承

・
駒
沢
大
学
山
岳
部
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山

隊
推
薦
状
交
付
の
件
　
　
（伊
藤
）

承
認

▽
報
告
事
項

・
関
西
支
部
総
会
４
月
１２
日

（近
藤
）

。
東
海
支
部
総
会
４
月
２１
日

・
山
形
支
部
総
会
５
月
１９
日

ｏ
山
研
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
倉
）

５
月
３
日
オ
ー
プ
ン

・
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
川
）

３
月
２４
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

参
加
５０
名

５
月
１９
日
１
２０
日
東
海
支
部
と
の
共

催
、
御
在
所
岳
で
懇
親

６
月
５
日
山
菜
勉
強
会

６
月
１０
日
ｌ
ｎ
日
山
菜
山
行

修
勝
いｏ
η
ヶ
よ

日
本
山
岳
会

昭

和

５３

年

度

事

業

報

告

（
五
三

・
四

・
一

―
五
四

二
二
・
三

一
）

・　
九
月

一
九
日
　
第
三
七
三
回
小
集
会

山
の
歌
教
室
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

・
一
〇
月
二
一
日
　
第

一
一
回
山
岳
図
書

交
換
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

・　
十
月
二
八
日
　
第
三
七
四
回
小
集
会

第
二
回
ノ
ミ
の
市
　
　
　
　
　
（本
会
）

・
一
一
月

一
九
日
　
第
二
七
五
回
小
集
会

親
睦
山
行
　
　
　
　
　
（
甲
州
高
尾
山
）

・
一
二
月
二
日
　
支
部
長
会
議
　
（本
会
）

・
一
二
月
二
日
　
年
次
晩
餐
会

（京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

。
一
二
月

一
七
日
　
第
二
七
六
回
小
集
会

も
ち
つ
き
大
会
（
三
軒
茶
屋
、
教
学
院
）

・
一
二
月

一
九
日
　
ヒ
ラ
リ
ー
卿
を
囲
む

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

・
　

一
月

一
三
日
―

一
五
日
　
第
三
七
七

回
小
集
会
ス
キ
ー
親
睦
会
（岩
岳
ス
キ
ー
場
）

・　
二
月

一
七
日
―

一
八
日
　
青
年
懇
談

会
丹
沢
集
会
　
　
（
西
丹
沢
寄
木
山
荘
）

・　
二
月
二
五
日
　
山
岳
史
懇
談
会

女
性
の
登
山
に
つ
い
て
、

講
師
佐
藤
テ
ル
、
山
下
滋
子
（本
会
）

・　
一二
月
八
日
　
山
岳
図
書
を
語
る
夕

フ
ラ
ン
ス
の
山
の
本
に
つ
い
て
、

講
師
　
近
藤
等

（本
会
）

ｏ　
一二
月
二
四
日
　
第
二
七
八
回
小
集
会

新
人
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（本
会
）

②
研
究
会

ｏ
一
一
月

一
一
日
　
高
所
登
山
研
究
会

同
ｘ
ｕ
＆
〓
ｏ
Ｐ
海
外
登
山
の
現
状
と
将

来
　
　
　
　
　
　
（
日
本
海
運
ク
ラ
ブ
）

・　
一二
月

一
九
日
　
科
学
研
究
委
員
会
第

一
回
講
演
会

北
極
圏
協
旅
行
に
お
け
る
水
品
の
観

測
、
講
師
　
植
村
直
巳

登
山
と
科
学
活
動
、
講
師
　
樋
口
敬

一
一　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

０
講
習
会

。　
四
月

一
四
ｔ

一
六
日
　
第
二
二
回
登

山
技
術
講
習
会
、
雪
上
技
術
（富
士
山
）

・　
一
一月
九
日
セ

一
二
日
　
第
二
三
回
登

山
技
術
講
習
会
、
山
ス
キ
ー
技
術

（
吾
妻
連
峰
）

０
展
覧
会

・　
五
月

一
六
日
―
二
一
ロ
　
ネ
パ
ー
ル

国
王
・
王
妃
ご
来
日
記
念
、　
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
描
く
美
術
展
　
　
（
日
本
橋
、
三
越
）

・
一
二
月
三
日
　
こ
の
一
本
展

（京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

Ｑ
支
部
活
動

全
国
に
あ
る
一
九
支
部
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
で
集
会
、
研
究
会
、
講
演
会
、
山

行

（海
外
遠
征
も
含
む
）
等
が
活
発
に

行
な
わ
れ
た
。

・　
五
月

一
三
日
ｔ

一
四
日
　
懇
親
山
行

平
家
岳
　
　
　
　
　
　
　
（岐
阜
支
部
）

・　
六
月

一
六
日
―

一
八
日
　
支
部
創
立

十
週
年
記
念
山
行
　
ペ
テ
ガ
リ
岳

（北
海
道
支
部
）

・
十
月
八
日
―
十
日
　
支
部
創
立
三
十
周

年
記
念
現
地
小
集
会
　
土
湯

・
東
吾
妻

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（福
島
支
部
）

ｏ
一
一
月

一
一
日
―

一
二
日
　
第
二
一
回

も
み
じ
会
　
秋
葉
山
秋
葉
寺（静
岡
支
部
）

二
、
登
山
施
設
の
改
善
、
そ
の
他
登
山
の
た

め
の
適
切
な
事
業

上
高
地
山
岳
研
究
所
を
五
月
か
ら
一
一

月
ま
で
開
所
、
山
研
委
員
会
、
集
会
委
員

会
、
青
年
懇
談
会
、
婦
人
懇
談
会
、
指
導

委
員
会
、
高
所
登
山
委
員
会
、
図
書
委
員

会
、
自
然
保
護
委
員
会
、
海
外
連
絡
委
員

会
に
よ
る
研
究
会
を
開
催

三
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
企
画
お
よ
び
指
導

各
大
学
医
学
部
山
岳
部
に
よ
る
夏
山
診

療
所
開
設
　
　
　
　
　
　
（
七
月
―
八
月
）

（槍
ケ
岳
、
五
色
沼
、
唐
松
、
三
俣
山

荘
、
白
馬
岳
、
合
戦
小
屋
、
立
山
、
尾

瀬
）

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

環
境
庁
と
の
連
け
い
を
密
に
し
、
国
立

公
園
に
お
け
る
山
岳
地
の
自
然
保
護
へ
の

協
力

一
、
登
山
の
指
導
と
奨
励
に
必
要
な
集
会
、

講
習
会
お
よ
び
展
覧
会
の
開
催

０
　
集
　
会

・　
四
月

一
二
日
　
山
岳
図
書
を
語
る
夕

ド
イ
ツ
の
山
の
本
に
つ
い
て
、

講
師
　
横
川
文
雄

（本
会
）

・　
四
月
二
一
日

新
ル
ー
ム
・
オ
ー
プ

ン
パ
ー
テ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

・　
五
月

一
二
日
　
支
部
長
会
議

・　
五
月

一
三
日
ｔ

一
四
日
　
第
三
七
〇

回
小
集
会
　
総
会
後
の
親
睦
山
行

（
箱
根
外
輪
山
お
よ
び
芦
の
湖
）

・　
五
月
二
二
日
　
第
三
七

一
会
小
集
会

山
菜
勉
強
会
、
講
師
　
片
岡
博
（本
会
）

ｏ　
五
月
二
七
日
―
二
八
日
　
会
津
駒
ケ

岳
山
菜
山
行

（福
島
支
部
協
力
、
南
会
津
桧
枝
岐
）

・　
六
月
四
日
　
第
三
二
回
ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
　
　
　
（信
濃
支
部
担
当
、
上
高
地
）

・　
六
月
二
〇
日
　
第
三
七
二
回
小
集
会

会
津
の
山
を
語
る
会
、

講
師
　
西
関
良
光

（本
会
）

・　
七
月
二
〇
日
　
シ
ェ
ラ
・
ク
ラ
ブ
と

の
交
歓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

・　
入
月

一
四
日
　
日
独
交
流
登
山
で
来

日
中
の
西
独
メ
ン
バ
ー
と
の
交
歓
会
（本
会
）

(7)



種  類 預   入   先 金   額

貸付信託 三井信託銀行  本
日本信託銀行  本
中央信託銀行  本

店

店

店

2,380,000円

420,000

5,200,000

合  計 8,000,000

(第二種郵便物認可)山  408-1979・ 6o20

(資産の部)
1。 基本財産

2。 現金および預貯金

3。 建物および土地

4.図   書

財  産  目  録
昭和54年 3月 31日現在

5.什器備品

6。 絵   画

白

昌

田

君羊

伊

針

徳本峠から穂高連峰

初冬の両神山

鳥 (カ ット原画)

メールドグラス

モ ン ブ ラ ン

後 立 山 連 峰

カンチェンジェンガ

ユングフラウ

個沢より北穂高

槍 ケ 岳 初 夏

カンチェンジェンガ

北 穂 高 滝 谷

或朝 の槍 ケ岳

北穂高岳主峰

槍  ケ  岳
タンボチェの僧院

シェルパニの親子

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

　

　

・

・

山

Ｄ

　

半

木

馬
　
　
／
士
一脚
　
豆
の

A
A
変 型 6

エッチン

エッチン

ッチン

7由

彩 -6

一 P8
彩 -4
彩 -4

本民俗資料館

(談話室)

室

室

(集会室)一　

一

室

室

(談話室)ス

童
日

童
日
　
″
　
″
　
″
　
〃
　
″
　
″
　
″

童
日
　
″

″
　
童
日

ブ

(集会室)

(談話室)

。
自
川
又
川
流
域
の
林
道
建
設
中
止
の
要

望
。
一
九
七
八
年
日
米
民
間
環
境
会
議

（
七

月
二
四
日
―
二
八
日
、
横
浜
市
）
へ
の

参
加
、
協
力

・
上
高
地
、
穂
高
岳
沢

一
帯
の
ク
リ
ー
ン

運
動
実
施

（
九
月
九
日
ｔ
十
日
、
自
然

保
護
上
高
地
集
会
）

・
各
大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
と
の
懇
談
会

（
一
一
月
三
十
日
、
本
会
）

五
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交

法州ニ
フ
ト
ッ
ク
登
山
隊
は
天
候
不
良
の
た
め

ラ
ト
ッ
ク
Ⅲ
峰
登
頂
を
断
念

・
学
生
部
ア
ラ
ス
カ
登
山
隊
は
六
月

一
七

日
マ
ウ
ン
ト

・
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
登
頂

・
八
月
に
ド
イ
ツ
山
岳
連
盟
よ
り
交
流
登

山
の
た
め
若
手

メ
ン
パ
ー
が
来
日
し
、

日
光
北
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
等
で
交
歓

が
行
な
わ
れ
た
。

(集会室)

7.刊行物・服飾品棚卸現在高

(負債の部)

1.長 期 借 入 金 (未済残高)     36,556,015円
ア 借 入 先 中央信託銀行株式会社本店
イ 利  率 年利 8.16%
ウ 担  保 事務所および図書室の建物と土地を担保として

差入れる。

工 返済年月 昭和63年 1月まで
2。 退職給与引当金            2,000,000円
社団法人日本山岳会昭和53年度収支決算書および財産目録を監

査し,正確妥当なことを認めます。

昭和54年 4月 9日

社団法人 日本 山 岳 会
監事 村 山 雅 美

監事 片 岡   博

品 名
収  得
年 月 日

取得価格 所  在

大テープル(2台セット)。 チーク材7Ю ×
1,200× 720

ソファーセット,テーク材レーザー張

冷蔵庫,日 立 R303T

テレビ,サ ンヨー 20～ C501

スクリプ トマティック宛名印刷機 M36

リコピースーパー ドライ,SD-105
書庫内移動書架一式 .コ ンパックル

応接セットー式,布張イス,テープル
つくLE-30

閲覧用テープル (2台 ).木製

48。 7。 31

48。 7.31

48.7.30

48.7.30

53.2。 10

53.2。 27

53.2。 10

53.8. 2

53.9。 28

164,200

178,000

148,500

108,000

265,500

158,000

1,500,000

218,000

250,000

事 務 所

図 書 室

岳
所
山地
究
高上
研

所

　

室

″

″

″

務

″

書

事

　

図

合 計 2,990,200種  類 預   入   先 金   額

現  金
振替貯金

普通預金

定期預金

普通預金

定期預金

東京振替貯金課

協 和 銀 行 市ケ谷支店

三 菱 銀 行 市ケ谷支店

三 和 銀 行 本 郷 支 店

東 京 銀 行 本   店
中央信託銀行 本   店
三井信託銀行 新宿西日支店
日本信託銀行 本   店
協 和 銀 行 市ケ谷支店

協 和 銀 行 市ケ谷支店 (聯還曇1基雰)
協 和 銀 行 市ケ谷支店 (瞬木髯違雰)
協 和 銀 行 市ケ谷支店儀襲1動
協 和 銀 行 市ケ谷支店

81,340円

88,453

4,933,654

593,367

141,759

8,741

924,446

6,643

52,723

3,000,000

859,983

6,000,000

1,000,000

6,130,000

合 計 23,821,109

題 名  1種類
・号数1作 者 名 掲額,保管場所

ンュラギッ
トワイト

A 事務所および図書室
金 観

72,720,170円

所

造

場

構

東京都千代田区四番町5番 4

鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下1階付 5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103。 32m2

宅地持分 1124.56m2× 339/10,000

(図書室)区分所有建物 1階部分 55。 22m2

宅地持分 1124。 56m2× 339/10,000

B 上高地山岳研究所 9,583,808円

所

造

場

構

長野県南安曇郡安曇村上高地国有林114い林小班

鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟 100.69m2

合 計 82,303,978円

摘 要 金    額

刊行物 (山岳,山岳覆刻版等)

服飾品・記念品 (ネ クタイ・灰皿等)

1,409,590円

1,045,640

合 計 2,455,230

種類 摘 要 冊   数

童
日
童
日

和

洋

(53年度受入冊数  494冊 )

(  ″     139冊 )
4,031ナl

l,478冊



山  408-197906・ 20(第二種郵便物認可)

予 算 額 決 算 額 増   減

金

費

費

費

入

〈
バ　
〈
バ

収

会

　

度ユ

身

常
　
　
　
４

入

会

次

終

経

料

税

税

上

入

料

入
　
印
印
売
軸一用

収

告

記

他

物

事

使

業
　
日
の
行
動
研

広

山

そ

刊

そ

山

事

雑  収  入
利     息
そ の他 雑 収 入

補 助 金 収 入

補 助 金 収 入

募 金 収 入

会     員
法     人
そ の他 雑 収 入

別途会計販崩収入
図書出版研究基金
取崩収入

図書購入費積立金
取崩収入

ルーム基金積立金
取崩収入

前期繰越収支差額

前期繰越収支差額

21,250,000

2,250,00C

19,000,000

4,725,000

1,345,000

380,000

300,000

500,000

500,000

1,700。 000

1,300,000

1,000,000

300,000

8,551,656

8,551,656

24,134,160

2,355,000

20,991,570

687,590

100。 000

5,238,152

1,078,700

380,000

231,596

788,425

1,148,254

1,611,177

1,070,636

772,105

298,531

480,000

480,000

3,863,240

1,078,307

2,700,000

84,933

5,880,670

840,670

40,000

5,000,000

8,551,656

8,551,656

2,884,160

105,000

1,991,570

687,590

100,000

513,152

∠|ゝ 266,300

0

△ 68,404

288,425

648,254

△ 88,823

△ 229,364

∠:ゝ.227,895

△ 1,469

480,000

480,000

3,863,240

1,078,307

2,700,000

84,933

5,880,670

840,670

40,000

5,000,000

0

0

合    計 35,826,656 49,218,514113,391,858

昭 和 53年 度 収 支 決 算 書

自昭和53年 4月 1日

至昭和54年 3月 31日

一般会計 収入の部             (単 位 円)

科    目

一般会計 支出の部 (単位 円)

科    目

料

費

費

費

料

費

費

費

費

費

営

生

話

議

際

品

替

運

厚

電

会

交

備

振

支

福

雑

費
　
　
　
　
　
　
　
者

　

農

究

　

係

言

営

『
つ
　

　

κ

行

業

版

書

研

導

関

麟

運

陣

刷

信

」

発

‥
　
　
査
　
部
外
研
ら
　
　
ず
簿

事 務所管 理

その他管 理

事

借入金返済支出

借入金返済支出

事務所販得関係費

事務所取得関係費

基本財産編入支出

基本財産編入支出

別途会計繰入支出

別途会計繰入支出

予  備  費
予  備  費
次期繰越収支差額

次期繰越収支差額

別途会計

300,000

100,000

200,000

0

140,000

420,000

90,000

300,000

600,000

384,000

13,515,000

6.215,000

300,000

410,000

620,000

300,000

450,000

2,020,000

100,000

600,000

2,000,000

500,000

0

6,600,000

6,600,000

0

0

0

0

0

0

2,000,000

2,000,000

4,717,656

4,717,656

213,410

78,820

140,100

0

141,375

408,300

67,304

175,439

528,800

384,000

13,790,835

6,376,725

1,184,329

247,735

408,140

265,500

743,678

1,433,872

201,400

434,600

2,240,620

254,236

0

11,338,624

11,338,624

3,304,720

3,304,720

194,824

194,824

1,384,274

1,384,274

355,592

355,592

10,079,110

10,079,110

△ 86,590

△ 21,180

∠:ゝ,59,900

0

1,375

∠|ゝ.11,700

∠:ゝ.22,696

△ 124,561

`∠:ゝ 71,200

0

275,835

161,725

884,329

△ 162,265

∠:＼ 211,860

△ 34,500

293,678

△ 586,128

101,400

∠ゝ、 165,400

240,620

`塗
 ゝ245,764

0

4,738,624

4,738,624

3,304,720

3,304,720

194,824

194,824

1,384,274

1,384,274

1,644,408

408

5,361,454

5,361,454

(単位 円)

出

図

調

指

支

海

山

そ

印

通

光

名

運 営 管 理 費 8,994,000

4,000,000

120,000

500,000

600,000

700,000

90,000

100,000

150,000

200,000

8,770,535

3,874,850

118,155

567,265

617,520

715,030

81,900

46,900

525,859

85,508

△ 223,465

∠:ゝ.125,150

△ 1,845

67,265

17,520

15,030

△ 8,100

.∠:ゝ,53,100

375,859

`∠
:ゝ,114,492

当

費

費

費

費

料

費

費

費

会

水

具

刷

通

信

険

繕

税

熱

手

文

印

交

通

保

営

諸

光

49,218,514 13,391,85035,826,656合    計

増   減予 算 額 決 算 額

内    訳 前期繰越 繰入収入 取崩支出 次期繰越

終身会費積立金

ルーム基金積立金

図書購入費積立金

図書出版研究基金

会 員 遺贈基金

退職給与積立金

3,130,000

5,093,496

40,000

6,974,899

1,000,000

2,000,000

100,000

558,520

0

725,754

0

0

0

5,000,000

40,000

840,670

0

0

3,230,00C

652,01C

C

6,859,98[

1,000,00C

2,000,00C

合   計 18,238,395 1,384,274 5,880,67C 13,741,991

六
、
機
関
誌
な
ど
の
刊
行

・
「山
岳
」
七
三
年
号
発
行

・
会
報

「山
」
三
九
四
―
四
〇
五
号
発
行

。
「山
口
記
」
昭
和
五
四
年
版
編
集

（発

行
、
著
漢
堂
）

・
「新
選
　
覆
刻
　
日
本
の
山
岳
名
著
」

企
画
、
編
集

（
制
作
、
刊
行
、
大
修
館

書
店
）

。
「
登
山
」
編
集

（発
行
、
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
社
）

七
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
外
国
山
岳
会
等
と

の
情
報
交
換

上
二
十
ケ
国
六
十
の
団
体
と
情
報
を
交
換

・
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会

（
十
月

一
九
日
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ア
テ
ネ
市
）
に
丹
部
節
雄
評
議

員
出
席

●
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
ク
ラ
ブ
百
年
記
念

祭
（
一
二
月
六
日
―
七
日
、
ウ
ィ
ー
ン
）

に
福
田
宏
年
会
員
出
席

・
日
中
合
同
登
山
推
進
の
た
め
、
中
国
体

協
関
係
者
と
情
報
交
換

八
、
そ
の
他

・
本
会
事
務
所
・
図
書
室
購
入
の
た
め
の

募
金
活
動
を
引
継
い
で
実
施
し
、
五
三

年
度
末
で
完
了
し
た
。

一　
昭
和
５４
年
度
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
事
業
計
画

（案
）
　

　

一

一
、
登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会
・
研

究
会
・
講
習
会
の
開
催

（
イ
）

集
　
会

・
小
集
会

（報
告
会
、
講
習
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
）
本
会
、
そ
の
他
　
　
二
十
回

・
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭

上
高
地
　
六
月
三
日

ｏ
山
岳
図
書
を
語
る
夕本
　
会
　
三
月

・
山
岳
史
懇
談
会

本
　
会
　
二
月

。
山
岳
図
書
交
換
会

山
）

・
　

・
雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

(9)
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昭和 54年度予算書 (案 ) 2)支出の部 (単位 円)

1)収入の部

54.4.1～ 55.3.31

(単位 円)
勘 定 科 目

予 算 額 前 年 度
予 算 額

(△ )
大 科 目 中 科 目

運営管理費

事 業 費

借 入 金
返 済 支 出

予 備 費

給

文

匡ロ

旅

通

火

営

諸

光

電

父

付

振

支

福 利 厚 生

事務所管理費

その他管理費

雑    費

料 手 当

具  費
刷  費
費 交 通 費

信 運 搬 費

災 保 険 料

繕

税 会

熱 水 料

話

議

際

器 備 品

替 手 数

部 運 営

出  版  費
図  書  費
調 査 研 究 費

指  導  費
支 部 関 係 費

海外諸関係費

山 研 運 営 費

その他事業費

印  刷  費
通 信 運 搬 費

光 熱 水 料 費

借入金返済支出

予  備  費

9,424,000

4,200,000

120,000

500,000

500,000

700,000

60,000

100,000

700,000

100,000

200,000

100,000

200,000

100,000

140,000

420,000

100,0001

600,0001

384。 0001

200,0001

16,180,00〔

6,640,00(

550,00〔

510,00C

670,00C

800。 00C

l,000,00C

2,060,000

600,000

600,000

2,500,000

250,000

5,822,000

5,822,000

2,000,000

2,000,000

120,

500,

600,

700,

90,

100,

150,

200,

300,

100

200

140

300,

3,515,

6,215,

300,

410,

620,

300,

450,

2,020,

100,

8,9

2

600

000

500

6006,

6,

2,

2

430

200

100,

100,

10,

2

100

665

425

250

100

50

500,

250,

778,

778,

ガヽ 計 33,426,000 31,109,00012,317,00(

次 期 繰 越
収 支 差 額

次 期 繰 越
収 支 差 額

5,763,110

5,763,110

4,717

4,717

1,045,454

1,045,454

.6561

,6561

合 計 39,189,1lo 35,826,65613,362,454

勘 定 科 目

大 科 目 中 科 目
予 算 額 (△ )

度
額
年
算
前
予

入会金収入

会 費収 入

事 業 収 入

補助金収入

寄付金収入

前 期繰 越
収 支 差 額

収

1,

００

∞

079

2,250,000

000,000

000 000

補 助 金 収 入

寄 付 金 収 入

5,380,

8,551,65

8,551,

1,527,

1,527

2

0,079,11

300,

産
入
財
収
本
息
基
利

1,000,

1,000,

1,345,

380,

300,

500,

500,

1,700,

300,000

300,000

広 告料 収 入

山口記印税収入

その他印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

1,100

380

1,000

入 会 金 収 入

会 費 収 入

過年度会費収入

次年度会費収入

終身会費収入

2,250,

2,250,

9,000,

700,000

400,000受 取 利 息

雑  収  入

越
額
繰
差
期
支
前
収

合 計   139,189,110 35,826,65613出 454

本
　
〈
バ　
十
月

ｏ
年
次
晩
餐
会

京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　

一
二
月

一
日

・
来
日
外
国
登
山
家
と
の
交
歓

（
口
）

研
究
会

・
高
所
登
山
研
究
会

・
科
学
研
究
会

（
ハ
）

展
覧
会

・
こ
の
一
本
展

（
二
）

講
演
会

・
登
山
、
山
岳
の
科
学
研
究
に
関
す
る
講

演
会

二
、
登
山
施
設
の
改
善
そ
の
他
登
山
の
た
め

の
適
切
な
事
業

・
上
高
地
山
岳
研
究
所
開
所五
月
を

一
一
月

三
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
企
画
お
よ
び
指
導

・
夏
山
診
療
所
開
設
　
　
　
七
月
―
八
月

（槍
ケ
岳
、
五
沼
色
、
唐
松
、
三
俣
山

荘
、
白
馬
岳
、
合
戦
小
屋
、
尾
瀬
、
立

ｏ
雪
氷
登
山
技
術
講
習
会
の
開
催

谷
川
岳
　
五
月

・
山
岳
ス
キ
ー
講
習
会
の
開
催
　
　
二
月

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

・
各
所
で
の
自
然
保
護
活
動
の
推
進

ｏ
日
米
民
間
人
環
境
会
議
の
推
進
協
力

五
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交

法州・
ド
イ
ツ
山
岳
連
盟
と
の
登
山
交
流
を
行

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月

ｏ
イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
登
山

（
学
生

部
）

・
フ
ラ
ン
ス
・
シ
ャ
モ
ニ
ー
国
際
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
集
会
に
代
表
派
遣
　
　
　
八
月

六
、
機
関
紙
な
ど
の
刊
行

・
「山
岳
」
七
四
年
号
発
行

・
会
報

「
山
」
第
四
〇
六
―
第
四

一
七
号

発
行

。
「
山
日
記
」
昭
和
五
五
年
版
編
集

ｏ
学
生
部

「年
報
」
第
七
号
編
集
発
行

七
、
国
内
お
よ
び
国
外
山
岳
団
体
と
の
連
絡

お
よ
び
情
報
交
換

・
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
へ
の
代
表
派
遣

ｏ
日

・
ネ
協
会
の
事
業
に
対
す
る
協
力

（
登
山
）

。
中
国
登
山
界
と
の
交
流
の
促
進

八
、
そ
の
他

ｏ
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
事
業
を
行
う誌

　
¨

ル
ー
ム
日

（
５４
年
４
月
）

１０
日

（火
）

ｎ
日

（水
）

１６
日

（月
）

１７
日

（火
）

１８
日

（水
）

１９
日

（木
）

２０
日

（金
）

２２
日

（日
）

自
然
保
護
委
員
会

婦
人
懇
談
会
研
究
会

理
事
会

婦
人
懇
談
会

三
水
会

図
書
委
員
会

科
学
研
究
委
員
会

図
書
委
員
会

(10)

△ 30,001

550,00{

100,00(

100,00(
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